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留学レポート Study Abroad Report 

フランスに行くことは私にとって憧れでした。フランスといえば、エッフェル塔、美術館、お城、パリコレ、
美しい景観…文化や芸術が大切にされていてお洒落というイメージを持っていました。いつかフランスに行きた
い！という思いからフランスの勉強を始めました。全くの初心者で大学生になってから始めましたが、以前から
留学してみたいと思っていたので、せっかくならフランスに行こうと決心し、早くもその夢を叶えることになり
ました。 
 

この短期留学で色んな体験や発見ができました。ここでは、ホームステイ、語学学校、トゥールについて紹介
したいと思います。 

 
 

研修中、平日はトゥールの語学学校に通っていました。 
授業は初心者から上級者までレベル別にクラス分けされています。私は一番初学者のクラスでした。初めはひ

とつ上のクラスだったのですが、語彙や文法の知識が浅くてついていくのに精いっぱいになってしまったので 2
週間目からクラスを変えてもらいました。クラスを変えてからは授業が自分のレベルにあっていて、少人数クラ
スだったのでより発言もできるようになって楽しかったです。先生は明るくてやさしかったですし、簡単なフラ
ンス語でわかりやすく説明してくださいました。クラスメートとはお互いフランス語初心者なので会話が難しか
ったのですが、話したり一緒にお昼ご飯を食べに行ったりして仲良くなれました。放課後はメディアテックで先
生に印刷してもらったリスニングの教材を使って勉強をしました。 

学校では本当に楽しい時間を過ごせたので最後のお別れがとってもさみしくなりました。次会うことがあれば
フランス語で話せるようになりたいです。 

 
私のホームステイ先のお家は学校から少し遠かったので毎日バスで通学していました。初めは間違えたバスに

乗って目的地に着く前におろされたり、停車ボタンを押していなくて目的地に止まらなかったり思い通りに行き
ませんでした。ですが、分からないことは運転手さんに聞けば教えてもらえますし、何度か乗ると慣れるので問
題ありません！バスでチケットを買ったり、自動販売機で回数券を買ったり、一か月の定期券を作りに行ったり
といい経験ができました。 

 
写真は、ホームステイ先の最寄りのバス停です。家の近くはこんな感じで壁に

素敵な絵が描かれていました。 
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所属（School）生命環境科学域 応用生命科学類  
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フランス トゥール 
  

留学期間 (study abroad period) 
2019/8/24~2019/9/17 
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ホームステイ先のマダムはとても優しい方でした。料理上手でいつも夕食が美味しかったです。フランスでは
毎日夕食後にデザートがあるのでそれも楽しみでした。夕食の時間はおしゃべりの時間でもありました。はじめ
の一週間はアメリカ人のルームメイトがいました。その子はフランス語が上手なのでマダムと流暢なフランス語
で会話していました。私は会話においていかれていましたが、ルームメイトがゆっくりと簡単なフランス語で説
明してくれました。それでも私が理解できていなくてふたりに笑われてしまうこともありました。 

マダムが夜にでかけた日がありました。その日はルームメイトと二人で夕食をたべました。マダムがいなかっ
たので完全に英語で話してしまいましたが、お互いよく話せるので会話が弾みました。日本語を知らない同世代
の外国人と会話するのははじめての経験でした。自分の思っていることを外国語で伝えるのはやはり難しかった
のですが、ルームメイトは私の英語をほめてくれました（フランス語に比べるとだいぶ話せていたからだと思い
ますが…）。日本について話したり、お互いの住んでいる場所がどこにあるか Google マップでみせあったり、ボ
ーイフレンドはいるのか聞きあったり…といつもより距離の近い会話ができてとても楽しい時間でした。私にと
ってはとても刺激的な経験でした。 

ルームメイトがいなくなってからはマダムとふたりきりでした。フランス語のみでの会話は難しかったです。
どうしても会話が成り立たないときは、話している内容を紙に書いてもらったり、マダムは英語も話せるので英
語で話したりしました。その日にしたこと、授業や勉強の内容を話したり、日本のことについて聞かれるのでそ
れに答えたりしていました。日本のことについて聞かれてもすぐに答えるのが難しいことが多かったです。地理
的なことや観光地についてよく聞かれました。一番盛り上がったのは日本の昔話です。マダムが「よかったら日
本の昔話についてフランス語で話せるように準備してまた話して」と会話をするための宿題を出してくださいま
した。そして次の日かぐや姫の話（竹取物語）をすると楽しんで聞いてもらえました。お互いに満足できてとて
もよかったです。あらかじめ話したいことをフランス語で伝えられるように辞書で調べて準備しておくと会話が
弾んで楽しいです。そうすれば全然会話ができなくて辛い…ということにはなりません！ 

 
お家のお部屋はとても可愛かったです。絵やポストカード、可愛い置物が

たくさん飾られていてお洒落でした。夜は部屋の窓から月と星が綺麗に見え
ました。窓を開けると風が気持ちよくて、よく窓を開けて空を見ていました。
フランスでは夜 9 時でも日本の夕方くらいに明るくておどろきました。左の
写真は 8 月末の午後 9 時の空です。9 月になるともう少し暗くなりましたが
それでも日本よりは明るかったです。夜 9 時を過ぎるといっきに暗くなりま
す。 

 
 
 
 

 
 
週末は買い物をしたり観光したりしました。最終日はパリにも行きました。思っていた通り、フランスはとて

も綺麗で美しいものばかりでした。教会や古城など観光地として有名なところだけでなく、学校の近くを歩いて
いるだけでも中世の雰囲気を感じられ、歩いているだけで楽しかったです。どこに行っても美しさに感動させら
れました。特に、教会のステンドグラスやルーブル美術館の彫刻や絵画、凱旋門やエッフェル塔とそれらを登っ
て見るパリの夜景は実際に自分の目で見ることをおすすめします。 

トゥールはロワールの古城巡りの拠点となっています。ツアーでクロ・リュセ城、アンボワーズ城、シャンボ
ール城、シュノンソー城を巡りました。またトゥールでは年に一度、Braderie de Tours という大きなマルシェ
が開かれます。運良く研修期間に開催されたので語学学校でできた日本人の友達と行きました。 

そしてトゥールには庭園がたくさんあります。私のお気に入りはトゥー
ルで一番はじめに行った Jarden Botaniques です。室内にはいくつか部屋
があって、部屋ごとに世界の色んな地域の木や花があり温度やにおいが違
っていました。日本の植物もありました。外に出ると色鮮やかな花が咲いて
いて綺麗でした。物語の世界にありそうなかわいらしくておもしろい木や
魚と鳥が泳いでいる池もありました。自然に囲まれて日陰で涼むのが気持
ち良かったです。植物園だと思っていたのですが可愛い動物もいてとても
癒されました。 

 
 

 
 



フランスで三週間生活する上で困ったことといえば、日本食が恋しくなったこ
とです。フランスに来てはじめの週から日本食の味が恋しくなってしまいまし
た。酸っぱいものや塩辛いものが食べたくなり、日本から持ってきていたおかき
や梅味のお菓子が大活躍しました。時々朝ごはんにフリーズドライの味噌汁を飲
んだりもしました。フランスには日本食レストランがけっこうあるのでそれに挑
戦するのもいいと思います。私はお寿司を食べましたが美味しかったです。店内
がお寿司屋さんと思えないほどお洒落でした。 

もうひとつ困ったのは体温調節です。二週目はいっきに寒くなりしっかり防寒できる上着や長袖が必要になり
ました。薄めの服しか持って来てなかったので現地で買うことにしました。物価が高いイメージなので服も高い
だろうと思っていたら、お店にもよりますが意外と日本と同じくらいかそれより安いくらいでした。服の買い物
は思い出にもなるので良かったです。 

 
 

 
フランスでは、期待通りに素晴らしいこともあれば、全く想像していなかった発見や上手くいかないこともた

くさんありました。「色んなことを経験して成長して自信を持つために留学をしたい」と考えていましたが、実際
は自信を無くしてしまうことのほうが多かったように思います。英語もそうですが、いい表現が思いつかなかっ
たり、単語がわからなかったりして自分の思いを伝えられずもどかしい思いをしました。自信がないときはなか
なか積極的な行動をとれませんでした。自信を持てない性格がいきなり変わることはないし、自分は能動的では
なくて受け身になってしまっていることを思い知らされました。この経験を通して、英語もフランス語もこれか
らはテストのための勉強としてだけでなく、誰かとコミュニケーションをとるために実際に使うことを考えて勉
強していきたいと思うようになりました。そして自信がないなら自信がつくまで努力するしかないと考えました。
留学して終わりではとてももったいないと思うので、研修中に見つけた反省点をこれからの勉強に生かしていき
たいと思います。 

短期留学をして外国語をすぐに話せるようになるわけではありません。ですが、話したいと思える人や新しい
発見に出会えて、もっと勉強したいと思えました。これからをどう過ごしていくかを大切にしていきたいと思い
ました。日本でもっと長い期間勉強してから留学するべきなのかは迷いましたが、一回生のうちに留学を経験で
きて良かったです。 

 
 
はじめての海外留学、はじめてのホームステイ、はじめて

のフランスということでとても不安でしたが、出会った方々
が心温かく、トゥールもホームステイ先のお家も過ごしやす
かったので、楽しく無事に過ごすことができました。学校で
の勉強、ホームステイ、観光、色々なことに満足できました。
この三週間はとても早く過ぎてしまいました。フランスを離
れるのは本当にさみしかったので、フランス語をもっと勉強
してまたいつかフランスに行きたいと思います。 
 
 
 
 


